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長野県版エシカル消費推進事業 

   くらし安全・消費生活課     

１ 概 要 

  平成 30年度からの第 2次消費生活基本計画では、「エシカル消費」を広く県民に周知啓発する

ことにより、「人」「社会」「地域」「環境」に配慮した消費行動を促し、持続可能な社会の実現、

地域活性化等の社会的課題の解決を目指す。加えて、長寿県であることから「健康」にも配慮す

る「長野県版エシカル消費」として特徴を持たせ、事業を推し進める。  

平成 30 年度においては、5 ヶ年計画初年度のキックオフイベントとしてシンポジウムを開催

するとともに、発信力が高い若年層消費者の視点を取り入れ、大学生と協働でエシカルな消費行

動に繋がる商品・サービスの提供（エシカルプロダクツ）を実践する事業者を可視化することを

目的とした MAP の作成を行う。 

 

 

   

 消費者                        事業者 

 ●エシカル消費の基礎知識の習得    消費行動       ●消費者志向の把握 

  →自身の消費行動の振り返り      地域産業の活性化   ●自社のｴｼｶﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂの広報 

 ●MAPによるｴｼｶﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ事業者の把握             ●企業のｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ 

   →エシカル消費の実践              商品の開発や提供        ●循環型社会への貢献 

●循環型社会への貢献         エシカル消費の促進        MAP掲載依頼 

                                              情報提供                                                            

                  学生による MAP作成 

                     ●ｴｼｶﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ事業者の把握と可視化 

                    ●若年層消費者の視点 

                       ●消費者行動論の応用 

                ●若者の消費者問題への関心向上 

                ●ｴｼｶﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ起業等の研究 

２ 内  容 

(1) 長野県版エシカル消費啓発に向けた取組 

  ①  シンポジウムの開催 

・時 期：平成 30年 12月頃 1回開催（キッセイ文化ホール 中ホール） 

・内 容：【基調講演】持続可能な県を目指し、県民の学び・産官学連携の在り方を探る 

講師候補者：長野県立大学教授 大室悦賀氏 等 

【ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ】ﾊﾟﾈﾗｰ候補者：長野県立大学学生、エシカル商品取扱事業者等 

【ロビーでの啓発活動】パネル展示、エシカル商品展示販売ブース設置 

  ②  生協・事業者団体との連携による啓発（0予算事業） 

    ・組合員や構成事業者に対する啓発、生協に対しエシカルプロダクツの取組要請 

  ③  マスコミ、市町村広報媒体等を利用した啓発（0予算事業） 

 

(2) エシカルプロダクツ啓発に向けた取組 

①  エシカルプロダクツに関するＭＡＰ作成調査 

・調査期間：平成 30年６月頃から 12月頃まで 

・調査方法：長野県立大学で消費者行動論を学ぶ学生を中心に県内各地域の学生と連携し、県

内のｴｼｶﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂに関わる事業者の現状調査及びＭＡＰ作成を依頼する（京都府、

京都市の先進事例を参考）。また、シンポジウムの場で学生による調査結果の発

表を行う。 

  ②  長野県立大学や産業労働部等関係部局と連携した啓発（0予算事業） 

 

３ 予算額 4,135千円（地方消費者行政強化交付金 1/2 2,067千円、一般財源 2,068千円）(プ) 

新 
５か年重点（新規） 

【長野県版エシカル消費促進事業のイメージ】 

 

研究成果の還元 

若者目線の提言 

MAP作成 

消費行動の手助け 

若年目線の問題提起 
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